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Coffee Breakは、1981年（昭和56年）創刊以来、コーヒーの生産・

消費・市場・歴史・文化・科学情報など、様々な視点から長い時間に渡

ってコーヒー業界内の大きなトピックスを記録し続けてきました。

日本人の生活の中でコーヒーが親しまれるようになって以来数十年、

今やコーヒーは単なる嗜好飲料の枠を越えて、ライフスタイル、ファッシ

ョン、カルチャーの形成の一部分としての役割を果たしつつあります。ま

た、「コーヒーと健康」といった飲用面からの科学的分析も近年活発に行

われるようになりました。

現在、Coffee Breakは業界情報誌として、またコーヒー専門誌として、

コーヒーにまつわり「現在、何が考えられ、何が行われているか。」を読者

の皆様に御紹介しております。
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ル・フーケ



Coffee Break  2

Le Fouquet's
ル・フーケ
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夜毎パリを賑わす紳士・淑女が集い華麗な社交場となる、ゴージャスな内装のレストラン。
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凱旋門の見えるコーナーで飲むコーヒーの味はまた格別。パリの味がする。ゆったりと静かに時の経つのを忘れてしまう。

Le Fouquet's



5  Coffee Break

華やかな人々の集うフーケはインテリアも華麗。外を行き交う人を眺めながらの一杯のコーヒーは格別だ。
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Le Fouquet's
99, Av des Champs-Élysées 75008 Paris

1 01 942 896868

Paris
Le Fouquet's

France

ほろ苦くコクのあるエスプレッソを頼む人は、いわば“通”。ギャルソンもした
り顔でサービスしてくれる。

大きめのカップでサービスされるカフェ・オ・レは、コーヒーと温かいミルクがピッチャ
ーに入れてサービスされ、好みに応じて味を調整できる。
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C o f f e e  R e c i p i

COFFEE CARDAMON CARAMELE
コーヒーとカルダモンの香りのプリン。

●なべに砂糖と水を入れ火にかけキャラメル
を用意する。
型の底に等分に流す。
牛乳に砂糖と皮を取ったカルダモンを入れ火
にかけ温める。
インスタントコーヒーを加え溶かす。
卵を溶きほぐし牛乳と合わせ漉し、型に流す。
天板に湯を張り型を並べ160℃のオーブンで
35分ほど焼く。

●材料（5人前：直径10cmのスフレ型）
牛乳 …………………………………500cc
卵 ………………………………………3個
卵黄 ……………………………………2個
砂糖 ……………………………………70g
インスタントコーヒー …………大さじ1
カルダモン ……………………………2粒
砂糖 …………………………………150g
水 ……………………………………50cc

◎ポイント：オーブンの温度が高いと、すが入るの
で、低めの温度で火を通すこと。

「コーヒーブレイク」の御購読、またはバックナンバー御希望の方は、
『お名前（宛先）』『送付先御住所』『お電話番号』『御希望部数』を御
記入の上、下記編集部宛にＦＡＸまたは葉書にて、御連絡下さい。
〒１０3ー００１５ 東京都中央区日本橋箱崎町６ー２
全日本コーヒー協会内 コーヒーブレイク編集部
ＦＡＸ０３ー５６４９ー８３８８
＊御購読料は一部６００円（送料・税込）
本誌送付の際に振込用紙を同封させていただきますので、御手元に
届き次第お振り込み下さい。
尚、「コーヒーブレイク」のバックナンバー・新刊・御購読情報は全日本
コーヒー協会ホームページでも御案内させて頂いております。
アドレス http://coffee.ajca.or.jp/



■表紙
コーヒーの実は枝にたわわに実る。実が
大きくなる間は緑色だが、熟す間に黄色、
そして赤く完熟する。この完熟の実から取
れる種がコーヒー豆である。収穫時期、枝
には赤い実や緑色、黄色の実が混在する
ので、生産者たちは赤く熟した実だけを選
別しながら収穫しなければならない。
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